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● 行事報告（１）EXPO 2025  

大阪・関西万博 ドイツパビリオン訪問 

去る 7 月 14 日、ドイツ総領事館のご厚意によ

る大阪万博への招待を受け、中祢勝美事務局長、

武舎一夫理事、奈良女子大学卒業生の前口梓さん

と筆者を含む４名で参加しました。 

ドイツパビリオンのテーマは「循環経済（サー

キュラーエコノミー）」、タイトルは「わ！ ドイ

ツ」。その「わ！」には、循環「環（わ）」、調和

「和（わ）」 、感嘆「わ！」の３つの意味が込め

られています。パビリオンは円筒状の建物が組み

合わさることで屋内を回遊する構造をとり、外観

もまた、万博会場を見渡せる大屋根リングからの

眺望で一際目を引くデザインでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず入口で貸し出されるマスコット「サーキュ

ラー」の音声案内を頼りに、行政・学術・産業と

いった各分野で取り組む都市構想・エネルギー変

革・再生資源などの展示を進むと、ゲームやタッ

チパネルでの参加型コーナーがあり、面白かった

です。中心部の部屋は、天井から吊り下げられた

360 度のディスプレイに併せて床が回転し、プラ

ネタリウムさながらの迫力でした。 

左から：中祢事務局長・理事、ヘッカー氏（パビリオン館

長）、武舎理事、前口さん、米田理事、ザクシンガー総領事 

 

出口で名残を惜しみつつサーキュラーを返却す

る際、返却台に傾斜があるため、サーキュラーが

転がりながら帰還する…循環型社会を体現してい

る、という演出の細かさにも感心しました。その

先に広がる屋上庭園にはドイツ各州の自然や文化

が様々な植物とともに紹介されていて、色彩鮮や

かで美しかったです。  

最後に応接室へ案内され、ザクシンガー総領事

のご挨拶の後、近畿６府県から集った日独協会の

皆さんと親睦を深めました。カリーヴルスト、ホ

フブロイのビール、マイセンの置物など、ドイツ

名物を囲みながら情報交換もでき、有意義で貴重

な機会を設けていただいたことに心から感謝申し

上げます。         米田 真理子 理事 

 

近畿６府県の日独協会の皆さんと記念撮影 



● 行事報告（２） ビアアーベントを 

開催しました 

7 月 27 日（日）に恒例のビアアーベントを開催

しました。今年は、38 名の皆様にご参加いただき

ました。17 時 30 分に開会し、河野会長の挨拶に続

き、加藤副会長の乾杯の音頭で和やかなイベントが

スタートしました。 

三馬先生グループには、ウェルカム演奏の他、

サックス、ピアノによる素晴らしい調べを奏でてい

ただきました。さらに、今回は特別に、奈良大学「ウ

インドオーケストラクラブ」の学生４名によるアン

サンブルの素敵な演奏も披露していただきました。   

参加された皆様は、

心 地 よ い 音 楽 を

たっぷり聴きなが

ら、ビール片手に大

いに楽しんでおら

れました。 

また、演奏の合間

には、おいしい料理をいただきながら、それぞれ愉

快な話に花が咲き大変盛り上がっていました。 

最後は、岡田理事と水野理事のリードで恒例の

ベートーヴェン「第九」の「歓喜に寄せて」をドイ

ツ語で合唱したあと、これも恒例になっています

「祈りのセレモニー」を、河野会長より説明してい

ただき、全員輪になって厳かに執り行いました。ろ

うそくに見立てた「光る腕輪」をかざしながら、「ふ

るさと」の大合唱で幕を閉じました。 

隅田 憲孝 理事 

 

● 会員だより（１） 大安寺獅子吼殿 

音楽交流パーティー 

9 月 10 日（水）午後、大安寺獅子吼殿にて、当

協会会員の吉田はるみさんが企画した「奈良の古

寺に響きあう音楽交流パーティー」が開催されま

した。吉田さんの古くからの友人であるドイツ人

フルート奏者のミヒャエル・ファウストさんは、 

ケルン放送交響楽団の首席奏者およびデュッセル

ドルフのロベルト・シューマン音楽大学教授とし

て、優秀なフルート奏者を数多く輩出されまし

た。今回の音楽交流パーティーには、ファウスト

さんの指導を受けた３名の若手女性奏者、そして

元プラハ交響楽団首席奏者で京都市立芸術大学副

学長の大嶋義実さん、奈良文化女子短期大学講師

松村容子さんの計５名のフルート奏者と、吉田さ

んが音楽仲間と結成した Trio Yuu がステージに立

つ、大変豪華な音楽イベントとなりました。 

 河野良文会長の開会の挨拶に続き、「ドヴィエン

ヌのフルート三重奏曲」「荒城の月によるファンタ

ジー」「ロンドンデリーの歌」「アメイジング・グ

レイス」「北の旅人」「七つの子」「春の海」が演奏

された後、ファウストさんと吉田さん（ピアノ）

によるモーツァルトの名曲「ソナタ ホ短調

K304」（母の死という悲劇の直後に書かれたヴァ

イオリン・ソナタを原曲とする）が演奏されまし

た。フルートという人の息により音が発せられる

楽器では、原曲以上に繊細な感情表現が可能であ

り、大変印象に残る演奏でした。  

続いて演奏されたのは、フランク・マルタン

「フルートのためのバラード」。コンクールでもし

ばしば取り上げられる曲ですが、ファウストさん

の技巧的な演奏を楽しむことができました。吉田

さんの伴奏も見事でした。他にも福島和夫「冥」、

シャミナード「小協奏曲」、シューベルト「セレ

ナーデ」が演奏され、万雷の拍手で、ファウスト

さんの演奏が終了しました。 

 最後は、出演者全員の演奏と来場者の合唱によ

る「ふるさと」で締めくくられました。終了後

は、演奏者と来場者の交流の場が設定され、飲み

物を飲みながら皆大いに楽しみ、本当に充実した

一時を過ごすことができました。 

 最後に、今回の音楽交流パーティーを企画・実

施された吉田さんに感謝申し上げます。このよう

なイベントがあれば、ぜひまた参加したいと思い

ます。           

武舎 一夫 理事 



● 会員だより（２） 

世界の航空会社のロードレース大会“WARR”の

T シャツ交換会に参加しました～ 

 

2025 年 9 月 19 日、スイス・チューリッヒ中心

部から北のクローテンにあるスイス航空本社で T

シャツ交換会が行われた。この催しは、世界の航空

会社のロードレース大会“WARR”（World Airline 

Road Race）の行事の一環として、企画されたもの

である。娘が香港の航空会社のチームの一員とし

て、10km レースに参加することになり、その応援

で現地を訪れた。交換会は、午後 5 時から始まっ

たが、縦横約 50m×10m の大きさの会場は、各国

参加チームの T シャツを着た人でごった返してい

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加チームの数は少なくても 40～50 はあったと

思われる。総勢 40 名余りを率いる娘の会社のチー

ムリーダーはライアンさん。T シャツを手にした参

加者がひっきりなしにやって来て、交換が成立す

る度にあちこちから歓声があがる。よく見ると手

に持つものは、航空会社のロゴ入りのボールペン

やお菓子など様々であった。          

会場の外では、ソーセージや飲み物の出店が並

び、さながら縁日の賑わいであった。 

交換会で盛り上がっている会場を早めに出て、 

担当の航空会社のシャトルバスでチューリッヒ空

港駅へ、余韻にひたりながらホテルへの帰路につ

いた。このような会は、世の中が落ち着いていなけ

ればできない。改めて平和の大切さを思うと同時

に珍しく、楽しい経験となった。  

 

加藤 禎孝 副会長・理事 

 

 

● 新理事の紹介 米田 真理子さん 

本年度より新しく理事に就任しました、米田真理

子と申します。現在は奈良市在住ですが、出身は愛

媛県の松山市で、同市がドイツのフライブルク市と

姉妹都市の関係

であることから

ドイツに関心を

持つようになり

ました。また、第

二次大戦中に青

島へ滞在してい

た祖母がドイツ

文化の影響を色

濃く纏う当時の

思い出を繰り返

し語ってくれて

いたことも、印象

深く記憶に残っています。   

 学生時代には短期間ながらフライブルク市へ留

学し、日本とドイツの様々な差異や特徴を直に感じ

られたことは何物にも代えがたい経験で、大変勉強

になりました。両国間の物理的な距離をものともせ

ず親交を深められる出会いに恵まれたことも、貴重

な財産として私の人生を豊かに彩ってくれていま

す。拙いなりにドイツ語での表現を覚えたおかげ

で、あちこち旅する好奇心と行動力も養われ、次は

どこへ行こうと計画する楽しみも増えました。皆さ

んおススメの場所も是非お伺いしたいです。 

不慣れで至らない点も多いかとは思いますが、

色々と教わりつつ奈良の日独協会を盛り上げる一

助になれたらと考えておりますので、どうぞよろし

くお願い申し上げます。 

フライブルクのカーニバル

Fasnet 

大聖堂の塔から眺める 

フライブルクの街並み 



● 行事報告（３） ドイツ大使館主催 Sommerfest に本協会から 2 名が参加しました 

2025 年 9 月 17 日（水）午後 6 時～8 時、東京都南麻布の

ドイツ大使公邸にて、ペトラ・ジグムント駐日大使が、全国の

日独協会の会員のために Sommerfest（夏祭り）を開催してく

ださり、奈良日独協会からは、松本規子理事と小山泰子理事が

参加してきました。 

大使のご挨拶で印象に残ったことは、政府間の外交はもち

ろん重要だけれども、両国の相互理解にとって、一人一人の民

間レベルでの日独交流がとても大切であり、そうした考えに

立って様々な催しを企画しているとおっしゃっていた点で

す。私たち二人も大使とお話しさせていただきましたが、松本

理事が料理教室の写真などを見せながら活動の様子を伝えた

りして、とても会話が弾みました。また、大使は奈良に、    左から：松本規子理事・ジグムンド駐日大使 

仕事ではなくプライベートで訪れたことがあり、奈良の         小山泰子理事 

雰囲気をとても気に入ってくださったそうです。再訪を希望されているとのことでしたので、是非一度奈

良の日独協会においでくださいとお誘いして参りました。 

大使とお話しした後は、全国から集まってきた日独協会の会員の方々と交流を深めながら、美味しい

ビュッフェスタイルの立食パーティーを楽しみ、和やかで充実した時間を過ごしました。千葉や東京の日

独協会ではズームでの交流会やイベントを開催していたりするそうで、距離に関係なく参加できるイベン

ト開催のヒントをいただきました。また、会費がそれぞれの地域によって大きく異なっていることも印象

的でした。事務局の部屋を賃貸している場合は経費がかさむ話などを聞いて、改めて奈良日独協会の事務

局が大安寺であることのありがたさ、恵まれた環境に感謝の気持ちがわきました。 

小山 泰子 理事 

 

● 会員だより（３）会員異動 

入会 蓮見岳人さん・阿部千春さん(家族会員)、由本真理さん・由本明日香さん(家族会員)  

退会 西谷良子さん 

 

● 今後の行事  

11 月 29 日（土）   第 15 回 ドイツ料理教室 「ザッハトルテ」 於：奈良市生涯学習センター 

13：30～16：00     講師：土井ギーゼラ先生・土井通靖先生 

（受付は 13：30 から）     11 月 25 日（火）申し込み締め切りです。定員 20 名。会費：均等割り 

12 月 7 日（日）   クリスマス会   於：野菜ダイニング「菜宴」 

 17：30～20：00        会費 7,000 円 

（受付は 17 時から）      11 月 22 日（土）申し込み締め切りです。奮ってご参加ください。 

 

            ◇◇◇ 編集後記 ◇◇◇ 

編集担当交代後、第 2 号目になる Neues in Nara Nr. 93 をお届けしま

す。今回「会員だより」でスイスのチューリッヒの話が出てきましたが、

たまたま私もこの 9 月に、半日ですが滞在しました。20 年ぶりに訪れまし

たが、相変わらず美しい風景に魅了されました。今回のお目当ては「チュー

リッヒ文学館」。機会があれば、ドイツやスイスの図書館や資料館について

ご報告できればと思います。  Neues in Nara 編集担当 横山 香 理事 


